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体力に関する主観的評価がスポーツ実施に対する動
機付けに及ぼす影響













回以上のスポーツ実施率が 3 人に 2 人（65％程度）、週 3 回以
上のスポーツ実施率が 3 人に 1 人（30％程度）となること」1
という目標が掲げられている。スポーツ実施率に関する文部
科学省のデータによれば、成人の週 1 回以上のスポーツ実施
率は平成 21 年度において 45.3％、平成 24 年度は 47.5% と緩や
かではあるが上昇傾向を示している 2。そして、もう一つの目
標となっている週 3 回以上の運動・スポーツの実施率は、平





















データを世代別にみてみると、20 歳代および 30 歳代の週 1 回
以上および週 3 回以上の実施率は他の世代と比較をしても低
い値を示している 7。また、20 歳代におけるスポーツ人口は
その他の世代と比較すると約 200 万人少ない 8。このような状
況と健康増進に対するスポーツ実施への期待を考慮すれば、
20 ～ 30 歳代の世代にスポーツ実施を促進していくことは、社
会全体において重要であると思われる。
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Abstract
　The focus of this study is Effect of subjective Estimate of self-fitness on motivation for sport participation of university students.
Three different characteristics were identified form factor analysis.
　1． Subjective Estimate of self-fitness or Results of “Shin Tairyoku Test (New fitness Test)” is not effective to motivate for regular 
sport participation in university students.  
　2． The Higher frequency of sports participation increases motivation of regular sport participation in university students.
　3． Motivation of regular sport participation in university students is increased by objective of sports participation for health and 
stress reduction.
　These three characteristics have suggested that to recognize effects of sport on physical and mental health, and continuity of habit 






















































































































いる。これらの 3 つの項目は 75％を超える割合を示している。
表 1：性別
  度数 % 
男子 478 71.3 
女子 192 28.7 
表 2：年齢
  度数 % 
20歳未満 536 80 
20歳以上 134 20 
表 3：アルバイト実施頻度
  度数 %
週 1～2回 120 17.9 
週 3～4回 335 50 
週 5 回以上 51 7.6 
週 1 回以下 23 3.4 
実施していない 141 21 
表 4：現在のスポーツ実施頻度
  度数 %
週 1～2回 258 38.5 
週 3～4回 80 11.9 
週 5 回以上 22 3.3 
週 1 回未満 109 16.3 
実施していない 201 30 
表 5：新体力テストの結果に対する満足度
  度数 % 
大変当てはまる 59 8.8 
まあまあ当てはまる 238 35.5 







  度数 %
大変当てはまる 44 6.6 
まあまあ当てはまる 131 19.6 









  度数 % 
大変当てはまる 339 50.6 
まあまあ当てはまる 228 43 







全く当てはまらない 19 2.8 
表 8：スポーツ実施目的（健康のため）
  度数 %
大変当てはまる 356 53.1 
まあまあ当てはまる 239 35.7 







全く当てはまらない 16 2.4 
表 9：スポーツ実施目的（競技力向上のため）
あまり当てはまらない
  度数 %
大変当てはまる 262 39.1 
まあまあ当てはまる 189 28.2 












  度数 %
大変当てはまる 255 38.1 
まあまあ当てはまる 252 37.6 






全く当てはまらない 34 5.1 
表 11：スポーツ実施の目的（ストレス解消）
あまり当てはまらない
  度数 %
大変当てはまる 274 40.9 
まあまあ当てはまる 264 39.4 






全く当てはまらない 27 4 
表 12：スポーツ実施の目的（生きがいとして）
あまり当てはまらない
  度数 %
大変当てはまる 201 30 
まあまあ当てはまる 191 28.5 











Yi ＝ 3.493 ＋ 0.8 ×「性別」‒ 0.119 ×「年齢」＋ 0.001 ×
「アルバイト実施頻度」＋ 0.320 ×「スポーツ実施頻度」 











Yi =  0.653 ＋ 0.470 × 「健康のため」‒ 0.145 ×「競技力向上のため」 
＋ 0.056 ×「仲間とのコミュニケーションのため」 
＋ 0.156 ×「ストレス解消のため」＋ 0.044 ×「生き甲斐として」
表 13：今後のスポーツ実施希望に対する重回帰分析①
説明変数 β   γ   
性別 .034   - .011   
年齢 - .044   - .063   
アルバイトの実施頻度  .001   - .028   
現在のスポーツ実施頻度  .338  ***  .332  ***  
新体力テストの結果に対する満足度  .023   .031   
現在の自身の体力に対する満足度 - .048    - .004    
R2 0.112  
adj. R2 0.106  
N 670  
注）β：標準編回帰係数  γ：相関係数 

































































説明変数 β   γ   
健康のために実施  .431  ***  .665  ***  
競技力向上のために実施 .190  ***  .550  ***  
コミュニケーションのために実施 .065   .541  ***  
ストレス解消のために実施 .168  ***  .547  ***  
生き甲斐として実施  .059    .491  ***  
R2  0.547  ***    
adj. R2  0.543  ***    
N 670        
注）　β　：標準編回帰係数  γ　：相関係数 
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